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私の描く夢に向かって「自分づくり」の毎日を



2010年4月、名古屋キャンパス白鳥学舎内に、学生アメニティ棟『翼館』が
誕生しました。
新たに学生支援推進センター（S-Platz）や資格センターがオープン。
キャリアセンターもパワーアップして、学生のキャンパスライフ、
将来への進路を力強くサポートいたします。
また、ゆったりとくつろげる学生ラウンジや、パソコンを備えた
アメニティスペースなど施設もさらに充実しました。

資
格
の
取
得
や
学
生
生
活
の
悩
み
、

懇
切
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

資
格
セ
ン
タ
ー

　
資
格
セ
ン
タ
ー
が
、4
月
１
日
よ
り
新
棟「
翼
館
」2
階
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。学
生
の
皆
さ
ん
が
、将
来
の
夢
に
向

か
っ
て
、必
要
な
資
格
試
験
に
合
格
で
き
る
よ
う
、き
め
細

や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。資
格
セ
ン
タ
ー
で
は
、さ
ま

ざ
ま
な
資
格
に
加
え
て
、特
に
、1
・
2
年
次
で
簿
記
・
宅
建

に
、2
・
3
年
次
で
行
政
書
士
に
、3
・
4
年
次
で
公
務
員
試

験
に
合
格
で
き
る
よ
う
モ
デ
ル
・
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
。簿
記
、宅
建
、行
政
書
士
、公
務
員
に
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
一
度
訪
ね
て
来
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
は
、何
よ
り
も
、「
あ
き
ら
め
な
い
」と
い
う
強

い
精
神
力
が
必
要
で
す
。あ
き
ら
め
そ
う
に
な
っ
た
ら
、資

格
セ
ン
タ
ー
へ
来
て
く
だ
さ
い
。資
格
セ
ン
タ
ー
に
は
、明

る
く
親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
皆
さ
ん
を

待
っ
て
い
ま
す
。資
格
に
関
す
る
質

問
や
講
座
に
関
す
る
相
談
な
ど
、資

格
に
興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

学
生
支
援
推
進
セ
ン
タ
ー

　
学
生
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、大
学
生
活

を
支
援
す
る
総
合
窓
口
・
学
生
支
援
推
進
セ
ン
タ
ー
S
―

プ

ラ
ッ
ツ
を
創
設
し
ま
し
た
。プ
ラ
ッ
ツ（
P
l
a
t
z
）と
は
、

ド
イ
ツ
語
で「
ま
ち
の
人
び
と
が
集
い
、行
き
交
う
広
場
」と

い
う
意
味
。こ
の
S
―

プ
ラ
ッ
ツ
は
、学
生（
S
t
u
d
e
n
t
）

の
皆
さ
ん
と
、皆
さ
ん
を
支
援（
S
u
p
p
o
r
t
）す
る
専

門
ス
タ
ッ
フ（
S
t
a
f
f
）が
出
会
う
場
で
す
。「
大
学
生

活
を
充
実
さ
せ
た
い
け
ど
、何
を
し
た
ら
よ
い
か
…
」、「
先

生
と
話
し
た
い
の
に
、き
っ
か
け
が
…
」、「
問
題
を
解
決
し

た
く
て
も
、よ
い
方
法
が
…
」と
い
っ
た
、学
生
の
皆
さ
ん
が

日
頃
感
じ
る
望
み
や
悩
み
に
き
め

細
か
く
対
応
す
る
こ
と
で
、充
実
し

た
大
学
生
活
が
送
れ
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
、私

た
ち
の
S
―

プ
ラ
ッ
ツ
へ
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
！

お気
軽にどうぞ。お気
軽にどうぞ。お待

ちしてます!お待
ちしてます!

資格センタースタッフ学生支援推進センタースタッフ

2 1

C o n t e n t s

「宇宙」や「世界」を表すCOSMOS（コスモス）と
PANORAMA（パノラマ）との合成語。
19世紀にロンドンの街角でしばしば行われた世
界各地の様子をのぞきみせるショーの名称とし
て使われたのが最初。世界の動きに興味を持ち、
大きな視点に立ってそれを見渡すことができる
ようにとNGU NEWSの愛称に採用しました。

COSMORAMA（コズモラマ）の由来
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3

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　
進
路
に
関
す
る
悩
み
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
の
が
キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
す
。学
生
一
人
ひ
と
り
の
思
い
に

真
剣
に
応
え
、的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、親
身
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
１
年
次
か
ら
の
授
業
科
目「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」を

柱
に
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、自
分
発
見
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
ほ
か
、３
年
次
の
秋
学
期
か
ら

は
就
職
希
望
者
全
員
を
対
象
と
し
た
個
人
面
談
や
内
定

者
報
告
会
、業
界
セ
ミ
ナ
ー
、会
社
説
明
会
な
ど
の
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。本
学
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
・
就
職
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
文
部
科
学
省
の

学
生
支
援
G
P
、大
学
教
育
・
学
生
支
援
事
業（
学
生
支

援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
採
択
さ
れ
、よ
り
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。厳
し
い
就
職
環
境
で
す
が
、学
生
の
み
な
さ
ん

の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、全
力
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

設
備
も
支
援
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

進
路
相
談
に
親
身
に
応
え
ま
す
。

大学と地域の協働による
循環型社会の実現に向けたプロジェクト

太陽光発電をとり入れた
環境にやさしい施設です。
太陽光発電をとり入れた
環境にやさしい施設です。
太陽光発電をとり入れた
環境にやさしい施設です。

2010
愛知環境賞優秀賞を受賞!!

大学として早くから「環境宣言」を行い、地元商店街など地域を巻き
込んだエコ活動の実践・拡大を進めるなど、環境をキーワードとし
た大学と地域の関わり方のモデルを示したという点で、評価を得た
本プロジェクト。誰もが気軽に参加できるエコ活動の実践のため、
全国初のゴミ箱ゼロの大学祭（2007年）の実施や、新エネルギーバ
イオマス製品の普及を目指し、学生運営のカフェ「MilePost」（詳し
くはP9へ）や大学祭でバイオマス・リユース食器を利用するなど、
先駆性と独創性を意識した取り組みを行いました。また、名古屋市
と連携協定を締結し、地元商店街などの協力のもと、地域の清掃活
動やペットボトルキャップの回収活
動など、地域の人々が気軽に楽しんで
参加できるエコイベントを実施し、環
境問題への意識の向上に努めています。

ミツバチ
プロジェクト
始 動

ミツバチ
プロジェクト
始 動

■名古屋キャンパス学生アメニティ棟建設資金（2009年10月1日～2010年3月31日受付分） 〈100件〉29,454,000\

20,000,000円
11,000円
10,000円

父母会・学生父母関係 〈24件〉 20,236,000円

教職員 〈12件〉1,170,000円
200,000円
150,000円
100,000円
50,000円

10,000円

学生アメニティ棟建設・
教育研究振興資金募金の
御礼と御報告

名古屋キャンパス

本学は名古屋キャンパスと瀬戸
キャンパスの特色ある２つの

キャンパスの下で様々な教育・
研究を実践し、現在、文部科学省

からは４つのGP（Good Practic
e大学教育の優れた取組）等の選

定を受け、高い評価を得ておりま
す。

名古屋キャンパスでは今年学生
アメニティ施設が完成し、瀬戸

キャンパスでは第２グランドの
人工芝生化を終え、現在８月末

の竣工を目指して屋内温水プー
ルの建設が進められています。

学生のみなさまが、名古屋学院
大学で充実した学生生活を営む

ことができますように、教育研
究のさらなる充実・発展のため

、

寄付金は任意ではございますが
、皆様のご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。

寄付金の使途

教育研究振興資金募金のお願い 寄付金要項

お問合せ先

父母会
中村 仁之
市川 信広 伊藤 司朗（40,000円） 上田 晃嗣
臼井 一彦 志村 一明  竹内 善弘
恒川 好視 中川 裕史 原田 秀憲〈30,000円〉
増田 博文 真弓 裕雄　 森 真一郎(20,000円)
八島 進 渡邊 正晴（40,000円）

赤楚 治之 尾崎 都司正
高橋 公生 中田 晃
西中 利也〈200,000円〉 葛井 義憲 矢澤 めぐみ
奈良 章（200,000円） 出口 博也〈100,000円〉
山田　隆
伊藤 良 小島 千明

企業・法人 〈45件〉7,610,000円
1,000,000円
500,000円
300,000円
200,000円
100,000円

50,000円

30,000円

10,000円

1高尾 1トーエネック 1文教（1,750,000円）
大和証券キャピタル・マーケッツ1  1名古屋銀行
愛知1 1東芝 1マスターシステム
佐川印刷1 トーヨーベンディング1 御園サービス1

岐阜三洋販売1 教育産業1 共同印刷1

協和防災1 1熊谷組 1産通
中部日本ビルディング1 1トミタグリーンサービス
トヨタ情報システム愛知1 1波多野耕文堂　
ビルクリーナー1（630,000円） 1プロンプト
瀬戸信用金庫
（学）河合塾学園 1紀伊國屋書店 キャリアビジネス1

1極東書店 廣告社1　 1染谷運動具店
東海通信工業1 野村證券1

プラススペースデザイン1 ホクスイ電設
前田建設工業1

2春広堂書店 1白木工務店 1中日エージェンシー 
中日本警備1　 1毎日コミュニケーションズ
丸善1 1近宣
東洋印刷工業1 1三越

卒業生 〈18件〉428,000円
200,000円
30,000円
10,000円

3,000円
2,000円

林 真喜
山森 一雄（100,000円）
浅野 政司 伊藤 豊 岡田 春来
唐沢 武彦 下村 直己（20,000円）  安江 正式
阿知波 茂　山本 章五
皆川 浩二

その他 〈1件〉10,000円
10,000円 匿名希望1件

匿名希望１件

匿名希望７件

匿名希望8件

■瀬戸キャンパス教育研究振興資金（2009年10月1日～2010年3月31日受付分） 〈5件〉150,000\

10,000円

学生父母関係 〈5件〉 150,000円

瀬戸キャンパス

稲垣 秀司 南波 隆二 西村 正利（30,000円） 匿名希望2件

創立45周年記念事業（名古屋キャンパス学生アメニティ棟
建設）募金は2010年3月末日をもって終了いたしました。募
金総額は53,400,000円でした。ご賛同いただきました皆様
方に心から感謝申し上げます。学生アメニティ棟として翼
館とクラブハウス・合宿所友愛は3月に竣工式を執り行い、
4月から利用されています。現在、教育・研究の充実、発展に
必要な経費及び施設拡充のため「教育研究振興資金」へのご

協力を広くお願いしております。なにとぞ、ご協力のほどよ
ろしくお願い申し上げます。
2009年10月から2010年３月受付分の募金につきまして、
寄付者ご芳名（順不同・敬称は略させていただきました）を
まとめさせていただきました。括弧内の金額は、2008年4月
からの募金累計額です。

前号で、大北浩資様のご氏名および、中原幹夫様の寄付金額に誤りがありました。
謹んでお詫び申し上げます。

１．寄付金種類
１口 １万円（１口以上）

２．振込方法
同封の「払込取扱票」に必要事項をご記入いただき、郵便局でお払込ください。手数料は必要
ありません。
なお、一年生ご父母には別途送付しております。

３．寄付者ご芳名等の公示
寄付者ご芳名、寄付金額につきましては大学広報誌「コズモラマ」に掲載させていただきます。
なお、掲載の可否につきましては「払込取扱票」のご芳名掲載「不・可」欄の該当箇所に○をご
記入願います。

４．寄付金に対する減免税措置について
本寄付金が５千円を超える場合は、確定申告でその超えた金額がその年の課税所得金額から
控除されます。
但し、新入生の場合には入学年の４月から12月までの寄付は寄付金控除の対象となりません。

教育研究振興資金に充当させていただきます。

名古屋学院大学総務部財務課募金係　TEL:(052)678-4084

〔翼館屋上〕〔翼館屋上〕

翼館屋上にて養蜂し
地域生態系保全への
貢献に努めます。
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識字教室活動を
　よりよいものへ

経済学検定試験（ERE）

A判定 上位15％ 獲得!

現在は、週に１回、１時間程度で大学や大学
院の教室を借りて行っています。４、５名の
方が通われており、個人のペースで進めら
れるようにマンツーマンで対応しています。
ボランティアはボラセンの部員がメインで
すが、私の友達も参加してくれています。

勉強してよかったことは、自分の成果を褒めて頂けることです。先生方は
勉強するプロセスも、結果を残したことも褒めてくれます。単純かもしれ
ませんが、認めてもらえたようで嬉しいです。

大学ではなかなか思うように
勉強できないのでしょうか？
一度、経済学研究会を覗いて
みてください。大学での可能
性を見出すことができる場所
だと私は思っています！

経済学部経済学科4年

中村 匡成さん（経済学研究会所属）
なかむら まさなり

今年も経済学検定に
チャレンジします！

◆「
経
済
学
検
定
」と
は
ど
の
よ
う
な
検
定

で
す
か
、試
験
内
容
や
判
定
基
準
な
ど
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
E
R
E（
経
済
学
検
定
試
験
）の
出
題
科

目
は
、ミ
ク
ロ
経
済
学
･
マ
ク
ロ
経
済
学
･
財

政
学
･
金
融
論
･
国
際
経
済
学
･
統
計
学
の
6

教
科
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。判
定
基
準
は
偏

差
値
ご
と
に
S
、A+
、A
、

B+
、B
、C
、D
の
7
段

階
で
評
価
さ
れ
ま
す
。

今
回
私
は
E
R
E
の

中
で
も
ミ
ク
ロ
経
済
学
･

マ
ク
ロ
経
済
学
だ
け

を
取
り
扱
っ
た
試
験

を
受
験
し
ま
し
た
。経
済
学
の
能
力
を
測
る

資
格
な
の
で
経
済
学
に
自
信
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
受
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
経
済
学
検
定
を
受
け
よ
う
と

　
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
先
生
の
勧
め
が
き
っ
か

け
で
E
R
E
を
受
験
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
資
格
は
金
融
機
関
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、

金
融
関
係
の
仕
事
を
将
来
希
望
し
て
い
る

自
分
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

◆
勉
強
は
ど
う
や
っ
て
進
め
て
い
ま
す
か
？

　
勉
強
方
法
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。

1

大
学
の
講
義
に
き
ち
ん
と
出
席
す
る

2

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
先
生
に

 
聞
く
な
ど
し
て
必
ず
解
決
す
る

3

経
済
学
研
究
会
の
仲
間
と

 
切
磋
琢
磨
す
る

　
講
義
で
扱
わ
れ
な
い
範
囲
に
つ
い
て
は
、

所
属
し
て
い
る
経
済
学
研
究
会
顧
問
の
先

生
を
始
め
、経
済
学
部
の
先
生
方
に
協
力
し

て
頂
き
対
応
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、経
済
学
研
究
会
で
後
輩
に
教
え
る

こ
と
が
一
番
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。い
ざ
教

え
る
立
場
に
な
る
と「
こ
の
説
明
で
よ
か
っ

た
の
か
な
?
」と
、理
解
が
中
途
半
端
だ
っ

た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。同
級
生
と
は

切
磋
琢
磨
し
、後
輩
に
は
負
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
、

そ
れ
が
勉
強
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
取
得
を
目
標
と
し
て

い
る
後
輩
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
あ
き
ら
め
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
！

　
何
も
や
ら
ず
に
無
理
と
決
め
付
け
る
の

は
自
分
の
可
能
性
を
狭
め
て
い
る
よ
う
で

も
っ
た
い
な
い
で
す
。私
自
身「
他
大
学
に

経
済
学
で
一
泡
噴
か
し
て
や
ろ
う
」と
思
っ

て
勉
強
し
て
い
ま
す
。チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
で
、1
歩
･
2
歩
と
目
標
に
向
か
っ
て
着

実
に
実
力
が
つ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
校
時
代
は
机
に
向
か
う
の
が
苦
手
だ

っ
た
と
い
う
中
村
さ
ん
。目
標
が
定
ま
っ
て

か
ら
は
、勉
強
も
楽
し
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
経
済
学
研
究
会
の
仲
間
や
先
生
方
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、今
後
も
さ
ら
に
大
き
な
目

標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

外国語学部国際文化協力学科4年

糟　有加里さん（ボラセンＣＷクラブ所属）
かす ゆ か り

福祉に興味があり、ボランティアは中学生の頃から続けています。高校生の頃、
訪問介護員（ホームヘルパー）１級を取得、介護福祉士の国家試験に合格しました。
海外の福祉について勉強したくて、国際文化協力学科に進学しました。昨年は念
願だったスタディーツアーに参加し、充実した日々を過ごしました。大学に入っ
てからは、福祉住環境コーディネーター２級を取得し、現在は手話も勉強中です。

将来の夢は、楽しい授業ができる教員になること。
教育実習頑張ります！
将来の夢は、楽しい授業ができる教員になること。
教育実習頑張ります！

最近スマートフォンを購入しました。アプリ
の取り方次第で、自分の携帯をビジネス･勉
強･ゲーム機など様々なシーンに対応させ
られることに感動しています。

◆
ボ
ラ
セ
ン
Ｃ
Ｗ
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　『
識
字
教
室
』を
中
心
に
、幅
広
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
に
行
う『
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

で
は
、新
潟
・
十
日
町
へ
出
向
き
、雪
下
ろ
し

が
困
難
な
高
齢
者
の
お
宅
で
の
雪
下
ろ
し

や
幼
児
園
で
の
雪
像
・
雪
の
滑
り
台
作
り
、

雪
祭
り
の
模
擬
店
の
手
伝
い
な
ど
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
か
ら
新
し
く『
人
形
劇
』の
活

動
も
始
め
ま
し
た
。演
奏
や
効
果
音
は
音
楽

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
が
担
当
し
、

私
た
ち
は
手
作
り
の
人
形
や
小
道
具
を
使

っ
て
劇
を
し
ま
す
。社
会
福
祉
施
設
や
商
店

街
の
お
祭
り
な
ど
で
発
表
の
機
会
が
あ
り
、

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

◆
活
動
の
中
心
と
な
る『
識
字
教
室
』は
具

体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
ご
高
齢
の
方
や
在
日
コ
リ
ア
ン
の
方
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
学
校
に
行
け
ず
、字
の

読
み
書
き
が
困
難
な
方
に
字
の
読
み
書
き

を
教
え
る
教
室
で
、漢
字
の
練
習
を
始
め
と

し
て
、作
文
や
習
字
、年
賀
状
の
書
き
方
な

ど
を
練
習
し
て
い
ま
す
。今
年
は
文
集
を
出

す
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
先
生
に
識
字
教
室
を
立
ち
上
げ
る
か
ら

一
緒
に
や
ら
な
い
か
と
声
を
掛
け
て
頂
き
、

こ
の
活
動
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
生
方
や
利
用
者
の
方
々
と
話
し
合
い
を

重
ね
、一
昨
年
の
５
月
か
ら
教
室
を
始
め
て

い
ま
す
。

◆『
識
字
教
室
』に
参
加
さ
れ
た
方
の
反
応
は
？

　
毎
回
、教
室
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
言

っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。字
の
勉
強
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
以
外
に
も
、私
た
ち
と
の
何
気

な
い
会
話
も
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。高
齢
の
方
が
多
い
の
で
、「
こ
の

教
室
で
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
孫

に
字
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
聞

く
こ
と
が
多
く
、嬉
し
く
思
い
ま
す
。

◆
活
動
を
続
け
て
い
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　
私
た
ち
が
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
誰
か
が

喜
ん
で
く
れ
た
り
、楽
し
ん
で
く
れ
た
り
す

る
姿
を
見
た
時
に
、や
っ
て
い
て
良
か
っ
た

と
感
じ
ま
す
。

　
そ
れ
に
様
々
な
活
動
の
中
で
は
、新
し
い

発
見
も
あ
り
、本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

あ
と
は
、た
く
さ
ん
の
方
々
と
の
出
会
い
で

す
。も
ち
ろ
ん
、ボ
ラ
セ
ン
の
メ
ン
バ
ー
と

の
出
会
い
も
。本
当
に
面
白
い
メ
ン
バ
ー
ば

か
り
な
ん
で
す
よ
！

　　「
日
本
に
字
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
人

が
い
る
の
？
」と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
。

現
在
で
も
私
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

生
活
の
中
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。識
字
教
室
を
始

め
て
お
よ
そ
２
年
た
ち
ま
す
が
、今
後
も
役

に
立
て
る
よ
う
お
手
伝
い
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。も
ち
ろ
ん
、自
分
自
身
も
、も
っ

と
学
ば
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。活
動

が
広
ま
り
、周
囲
の
認
識
も
高
ま
る
と
良
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。

◆
自
分
た
ち
で

目
的
を
持
っ
て

活
動
す
る
場
を

作
る
の
は
大
変

な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。今
後
そ

う
い
っ
た
活
動

に
興
味
の
あ
る
後
輩
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
周
り
の
方
に
理
解
を
求
め
、協
力
し
て
も

ら
う
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

潤
滑
に
進
ま
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。で
も
、

必
要
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
諦
め
ず
に
続
け

て
く
だ
さ
い
。自
分
の
行
動
を
肯
定
し
て
く

れ
る
人
が
必
ず
い
ま
す
。こ
れ
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
限
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
…
、

常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
！

　
自
分
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
だ
ら
け

な
の
で
。私
た
ち
の
活
動
も
、い
ろ
い
ろ
な

方
の
お
か
げ
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と

身
を
も
っ
て
感
じ
ま
す
。私
た
ち
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
多
く
の
方
々
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
精
力
的
に
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
る
糟

さ
ん
。こ
れ
か
ら
も
多
く
の
出
会
い
を
経
験

さ
れ
、さ
ら
に
ご
自
身
も
成
長
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

活躍する NGU生
interview

識字教室のようす識字教室のようす

試験に向けて仲間とともに勉強中試験に向けて仲間とともに勉強中

6 5



7

経済経営
外国語学
通信教育課程
合　計

大学院

※留年生は4年に含む

※留年生は3年に含む

研究科 1年 2年 3年 合計
学生数（大学院・学部・留学生別科）

2010年5月1日現在

 49 42 18 109
 8 4 2 14
 23 29 19 71
 80 75 39 194

経済学部
商学部
外国語学部
人間健康学部
スポーツ健康学部
リハビリテーション学部
合　計

学　部

留学生別科

総合計

学　部 1年 2年 3年 4年 合計
 535 514 504 573 2,126
 365 380 350 419 1,514
 225 213 229 299 966
 - 173 163 224 560
 133 - - - 133
 84 - - - 84
 1,342 1,280 1,246 1,515 5,383

44

5,621

本学では毎年新入生オリエンテーションを開催しています。
2010年度も、ガイダンスとともにフィールドワークや合宿を実施しました。このプロ
グラムを通じて、友人や教員、ティーチングアシスタントの先輩らとの交流を深めます。
大学の雰囲気に早く慣れ、充実した学生生活を送られることを期待しております。

新しい生活、新しい友達づくり!

入学式を挙行2010年度

2
0
1
0
年
４
月
１
日（
木
）午
前
10
時

30
分
か
ら
名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ホ
ー
ル
で
キ
リ
ス
ト
教
の
形
式
に
則

り
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
部
を
加
え
５
学
部
９
学
科
の
1
、

3
4
2
名
、編
入
学
22
名
、大
学
院
80
名
、

留
学
生
別
科
24
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し

た
。式

で
は
葛
井
宗
教
部
長
に
よ
る
聖
書
朗

読
・
祈
祷
の
後
、小
嶋
学
長
よ
り
次
の
と
お

り
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

「
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
坂
本
龍
馬
が

評
判
を
得
て
い
ま
す
。龍
馬
は
明
治
維
新

の
前
年
に
33
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

彼
が
活
躍
す
る
の
は
25
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

で
す
が
、皆
さ
ん
と
同
年
齢
の
頃
、何
を
し

て
い
た
か
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

剣
術
修
行
に
励
み
、見
聞
を
広
め
る
努
力

を
し
て
い
た
の
で
す
。皆
さ
ん
も
4
年
間

を
社
会
に
出
る
た
め
の
自
己
研
鑽
の
時
と

し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。」

「
本
学
は
キ
リ
ス
ト
教

主
義
の
大
学
で
、建
学
の

精
神
は「
敬
神
愛
人
」で
す
。

神
を
敬
い
、人
を
愛
す
と

い
う
こ
と
で
す
が
、こ
れ

は
本
学
の
教
育
目
標
が

人
間
的
成
長
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。人
を
愛
し

社
会
を
愛
し
地
球
を
愛

す
こ
と
の
で
き
る
人
間

を
育
て
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
る
の
で
す
。皆

さ
ん
は
4
年
間
で
そ
の

努
力
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。」

「
そ
の
た
め
に
は
、何

よ
り
も
夢
と
志
を
持
つ

必
要
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
に
よ
り
、自
分
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、社
会

を
考
え
、地
球
を
考
え

る
こ
と
の
で
き
る
自
分

へ
の
成
長
と
な
り
ま
す
。

大
学
時
代
に
は
悩
み
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
夢
と
志
を
持
っ
て
乗
り
越
え
、全

員
そ
ろ
っ
て
4
年
後
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」

そ
の
後
、大
学
院
、学
部
、留
学
生
別
科

の
各
代
表
に
よ
る
宣
誓
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル

し
ろ
と
り
に
よ
る
奉
献
演
奏
が
あ
り
ま
し

た
。入

学
式
終
了
後
に
は
本
学
吹
奏
楽
部
・

ジ
ャ
ズ
研
究
会
に
よ
る
歓
迎
演
奏
が
あ
り
、

歓
迎
ム
ー
ド
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

2
0
1
0
年
度
入
試
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
9
年
度
か
ら
の
経
済
不
況
に
よ
り

「
安
・
近
・
少
」（
安
全
志
向
・
地
元
志
向
・
受
験

校
の
絞
込
み
）の
傾
向
が
続
き
、本
学
の
位

置
す
る
愛
知
県
に
お
い
て
は
そ
の
傾
向
が

一
層
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、本
学
の
総

志
願
者
数
は
3
、8
4
6
名
と
な
り
、前
年

度
よ
り
4.
3
％
増
加
し
ま
し
た（
下
表
参
照
）。

入
学
者
に
つ
い
て
は
、昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
の

1
、3
4
2
名
と
な
り
、入
学
定
員（
1
、

1
7
0
名
）の
1.
1
5
倍
の
新
入
生
を
迎

え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
年
度
新

設
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
に
つ
い
て
も
、入
学
定
員
を
上

回
る
入
学
者
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。

次
に
、2
0
1
1
年
度
入
試
に
つ
い
て
ご

案
内
し
ま
す
。A
O
入
試
と
一
般
入
試
を
中

心
と
し
て
次
の
と
お
り
変
更
点
が
ご
ざ
い

ま
す
。

1
A
O
入
試
で
は
、セ
ミ
ナ
ー
方
式
と
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
2
種
類
を
実

施
し
ま
す
。セ
ミ
ナ
ー
方
式
は
従
来
の
体
験

入
学
A
O
入
試
を
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

方
式
は
自
己
推
薦
A
O
入
試
を
発
展
さ
せ

た
も
の
で
す
。セ
ミ
ナ
ー
方
式
は
9
月
25
日

（
土
）・
26
日（
日
）に
授
業
を
受
け
、課
さ
れ

た
課
題
の
確
認
・
発
表
等
を
10
月
2
日（
土
）

に
実
施
し
ま
す
。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
は
、11
月
27
日（
土
）に
事
前
に
提
出
さ
れ

た
書
類
に
よ
る
面
接（
約
30
分
）、そ
の
後
課

さ
れ
た
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お

よ
び
質
疑
応
答
を
12
月
11
日（
土
）（
約
30
分
）

に
実
施
し
ま
す
。

2
一
般
推
薦
入
試（
前
期
）で
は
、商
学
部

の
み
商
業
系
科
目
と
面
接
で
受
験
で
き
る

よ
う
科
目
を
新
設
し
ま
す
。ま
た
、小
論
文

と
面
接
で
の
受
験
の
場
合
、評
定
平
均
値
に

部
活
動
・
取
得
資
格
の
状
況
に
応
じ
て
加
算

を
実
施
す
る
対
象
学
科
に
英
米
語
学
科
も

加
え
、実
用
英
語
検
定
や
T
O
E
I
C
な
ど

の
英
語
に
係
る
資
格
を
対
象
と
し
ま
す
。

3
一
般
入
試
に
つ
い
て
は
、前
期
日
程
と

中
期
日
程
に
お
い
て
、同
一
日
・
同
一
学
部

内
で
の
2
教
科
型
と
3
教
科
型
の
併
願
を

可
能
と
し
ま
す
。

4
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
方
式
入
試
に
つ
い

て
は
、検
定
料
を
3
5
、0
0
0
円
か
ら
1
5
、

0
0
0
円
に
減
額
し
ま
す
。セ
ン
タ
ー
利
用

入
試
に
つ
い
て
も
、他
入
試
同
様
、2
回
目

の
受
験
時
に
は
検
定
料
を
1
0
、0
0
0
円

に
減
額
し
ま
す
。

な
お
、2
0
1
1
年
度
入
試
要
項
の
詳
細

は
、『
2
0
1
1
年
度
入
試
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

を
入
学
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、受
験
生
の
み
な
さ

ん
へ
大
学
案
内
・
入
試
要
項
等
の
資
料
を
配

布
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、実
際
に
大
学
の

授
業
・
施
設
を
体
験
で
き
る
よ
う
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
。ぜ
ひ
、み
な
さ
ま
の
お
知
り
合
い

の
方
へ
も
ご
案
内
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、お

願
い
い
た
し
ま
す
。

Orientation
オリエンテーション風景 経済学部

4月7日（水）
フィールドワーク
（リトルワールド）

商学部
4月7日（水）
フィールドワーク
（明治村）

外国語学部
4月29日（木）～30日（金）
新入生合宿
（名古屋市野外学習センター）

スポーツ健康学部
4月7日（水）
フィールドワーク（瀬戸市探訪）

新入生

経済
政策
商

  経営情報
英米語

中国コミュニケーション
国際文化協力
スポーツ健康
理学療法

経済

※1　2009年度は人間健康学部人間健康学科
※2　2009年度は人間健康学部リハビリテーション学科 ■第2～3志望合格者は合格学科に算入。

※上記のほか、センター試験利用入試（前期・後期）も
　実施します。個別試験はありません。

学部

総　計

学科
全体

志願者

女子
2009

全体 女子
2010

全体

合格者

女子
2009

全体 女子
2010

全体

入学者

女子
2009

全体 女子
2010

商

外国語

スポーツ健康※1
リハビリテーション※2

 1,108
314
656
356
485
61
122
208
377
3,687

102
37
149
101
261
35
66
53
102
906

1,220
376
694
235
440
78
106
396
301
3,846

114
51
161
50
266
33
67
53
77
872

640
290
368
178
263
56
96
162
153
2,206

71
39
104
61
151
31
52
42
55
606

619
301
359
179
274
76
104
189
143
2,244

73
36
95
46
168
32
69
31
42
592

357
174
276
118
144
27
48
98
78

1,320

24
25
80
40
78
10
24
20
25
326

341
194
252
113
130
46
49
133
84

1,342

37
17
69
26
83
19
30
21
20
322

■2010年度入試結果（各入試区分を合算） （学生数）

※詳細は本学ＨＰを参照ください

2010年度
オープンキャンパス日程

名古屋キャンパス 7月17日（土）・7月31日（土）・8月28日（土）
瀬戸キャンパス 8月21日（土）・22日（日）

9月25日（土）

10月2日（土）

11月6日（土）

11月7日（日）

11月27日（土）

12月11日（土）

1月30日（日）

● AO入試（セミナー方式）

9月26日（日）● AO入試（セミナー方式）

● 一般入試（前期）

● AO入試（セミナー方式）
● 海外帰国生徒特別入試 （前期）
● 社会人特別入試 （前期）
● 編入学一般入試（前期）
● 外国人留学生一般入試 （前期）
● 一般推薦入試 （前期）
● スポーツ推薦入試 （前期）
● 一般推薦入試 （前期）
● 指定校推薦入試
● AO入試（プレゼンテーション方式）

1月31日（月）● 一般入試（前期）

2月1日（火）● 一般入試（前期）
● 一般入試 （中期）
● センタープラス方式入試
● 海外帰国生徒特別入試 （後期）
● 社会人特別入試 （後期）
● 編入学一般入試 （後期）
● 外国人留学生一般入試 （後期）

● 一般推薦入試 （後期）
● AO入試（プレゼンテーション方式）
● スポーツ推薦入試（中期）

2月15日（火）

2月25日（金）

3月11日（金）● 一般入試（後期B日程）

● 一般入試（後期A日程）
● スポーツ推薦入試(後期）

■2011年度入試日程
試験日 試験区分

リハビリテーション学部
4月7日（水）
フィールドワーク（瀬戸市探訪）

2
0
1
0
年
度
入
試
結
果
と

2
0
1
1
年
度
入
試
に
向
け
て

8



9

学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

科  目
消費収入の部

10年度予算 09年度予算 差異('10-09)
5,687,098
100,755
30,000
504,339
39,680

0
24,480
44,209

6,430,561
△ 459,700
5,970,861

5,760,857
101,100
60,000
391,870
166,080

0
27,395
198,039
6,705,341

△ 1,535,506
5,169,835

△ 73,759
△ 345

△ 30,000
112,469

△ 126,400
0

△ 2,915
△ 153,830
△ 274,780
1,075,806
801,026

人件費
 　(内退職給与引当額）
教育研究経費
   (内減価償却額）
管理経費
  (内減価償却額）
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
予備費
消費支出の部合計
当年度消費収支差額
前年度繰越消費収支差額
翌年度繰越消費収支差額

科  目
消費支出の部

10年度予算 09年度予算 差異('10-09)
2,984,197
(35,500)
2,170,158
(603,423)
368,159
(24,715)
18,727

0
0

50,000
5,591,242
379,619

△ 3,940,352
△ 3,560,733

3,138,152
(230,890)
2,107,901
(553,669)
434,803
(25,900)
21,561

0
0

50,000
5,752,415
△ 582,580
△ 3,357,772
△ 3,940,352

△ 153,955
(△195,390)

62,257
(49,754)
△ 66,644
(△1,185)
△ 2,834

0
0
0

△ 161,173
962,199

△ 582,580
379,619

2009年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査法人による監査報告書・事業報告書）及び
2010年度予算書類・事業計画書は、6月上旬以降に名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で
縦覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。

●資金収支計算書

2010年度予算総括表（学校法人会計基準による）

学生納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

(単位：千円、単位未満四捨五入） ※09年度予算は二次補正額

科  目
収入の部

10年度予算 09年度予算 差異('10-09)
5,687,098
100,755
30,000
504,339
39,680

0
24,480
44,209

0
975,180
227,627

△ 1,033,349
2,294,842
8,894,861

5,760,857
101,100
60,000
391,870
166,080

0
27,395
198,039

0
991,680
377,213

△ 1,276,378
2,340,052
9,137,907

△ 73,759
△ 345

△ 30,000
112,469

△ 126,400
0

△ 2,915
△ 153,830

0
△ 16,500
△ 149,586
243,029
△ 45,210
△ 243,046

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

支出の部合計

科  目
支出の部

10年度予算 09年度予算 差異('10-09)
3,005,185
1,566,735
343,444
18,727
146,000
214,000
99,691
942,338
405,000
70,000

△ 250,000
2,333,741

8,894,861

3,150,405
1,554,232
408,903
21,561
146,000
1,235,043
152,006
42,524
436,750
70,000

△ 374,357
2,294,842

9,137,907

△ 145,220
12,503

△ 65,459
△ 2,834

0
△ 1,021,043
△ 52,315
899,814
△ 31,750

0
124,357
38,899

△ 243,046

●消費収支計算書

教育支援
288,304 14.4%

奨学金
98,820 4.9%

管理運営
262,609 13.1%

図書・学術
97,016 4.9%

公共料金
85,857 4.3%

施設保守
325,995 16.3%

スクールバス
136,450 6.8%

研究
123,862 6.2%

学生募集
190,622 9.5%

情報
318,304 15.9%

学生サービス
72,031 3.6%

目的別事業経費内訳（プール棟経費を除く）

学校法人名古屋学院大学の2010年度予算は
3月17日に理事会と評議員会で承認されましたので概略をお知らせします。

■ 消費収支計算書
消費収支計算書は、当該年度の帰属収入合計（借入金等の負債となる収
入は除く）から基本金組入額を控除した「消費収入の部合計」と当該年度に
消費する「消費支出の部合計」を比べて「消費収支差額」を算出する構造に
なっています。これにより当年度の収支の均衡や経営状態の健全性を判
断することができます。また、基本金組入額は主に当年度および将来取得
する施設・設備の取得資金額です。
2010年度の帰属収入は6,430,561千円となっています。基本金組入額は

459,700千円となっています。主に第1号基本金で、瀬戸キャンパス屋内温
水プール棟建設に伴う施設・設備関係支出、白鳥学舎隣地購入に伴う借入
金返済額の組入れによるものです。この結果、消費収入の部合計は
5,970,861千円となります。消費支出の部合計は5,591,242千円で当年度消費
収支差額は379,619千円の収入超過となっています。学校法人の運営を財
務面からみるもっとも重要な帰属収支差額は839,319千円の収入超過とな
ります。

■ 資金収支計算書
資金収支計算書は、当該年度の諸活動に対応する全ての収入、支出の内
容を明らかにすることと、支払資金の顛末を明らかにすることです。
支払資金は前年度繰越支払資金が2,294,842千円で次年度繰越支払資金
は2,333,741千円となり、38,899千円減少しております。

■ 2010年度の主な事業内容
■「学生支援推進センター」を設置し、学生さんの充実したキャンパスライ
フに向けた様々な取り組みを行います。

■「資格センター」を独立した部門として組織し、資格講座や受験対策など
資格取得の支援を強化します。

■国際交流センターを「国際センター」とし、従来の留学や外国人留学生の受入れ
に加え、語学習得や異文化理解に取り組み、より国際化を促進する体制とします。

■大学と学生をつなぐ「CCS（キャンパスコミュニケーションシステム）」
を本年度から4カ年計画でバージョンアップします。

■瀬戸キャンパスに屋内温水プール棟を建設します。
●新入生プログラム･ガイダンスの実施
（経済学部：リトルワールド、商学部：明治村、
 外国語学部：名古屋市野外学習センター、スポーツ健康学部・リハビリテーション学部：瀬戸市探訪）
●大学院昼夜開講
（さかえサテライト設置・名古屋市栄中日ビル7階：企業経営特別講座等）
●キャリア形成の支援（能力開発講座、資格講座、インターンシップ）
●情報教育の推進
（ノートパソコンを全学生に配布、第9期電子計算機システム、パソコン検定講座）
●学内情報システムの整備とIT化の整備促進
（CCS：キャンパスコミュニケーションシステム）
●図書館システム・情報検索サービス
（新図書館システム、電子ジャーナルデータベース）
●国際化推進
（長期・中期・短期の留学生派遣、海外協定校からの交換留学生の受入、
インターナショナルラウンジでの語学習得や異文化理解の促進）
●特色ある教育
（学生支援GP［自分発見プログラム］、戦略GP［知域拡大プロジェクト］、
 大学教育推進GP［経済学コア6の形成］、学生支援推進GP［就職］の各文科省選定事業）
●スクールバス運行（無料運行の実施、高蔵寺・瀬戸市駅2路線）
●奨学金の充実(日本学生支援機構奨学金、
学内奨学金「一般奨学金・緊急奨学金・社会人学生奨学金」等）
●健康診断等（学生定期健康診断、学医健康診断、学生カウンセラー相談）
●父母懇談会（大学、岐阜、四日市、浜松、金沢）
●地域連携センター事業
（シティーカレッジ：聖書にふれた人々に学ぶ、「多様性」を科学する、等）

財務情報の
公開について

2010年度
予算報告

目的別事業予算（資金収支の教育研究経費+管理経費+施設関係+
設備関係の各支出の合計）は表のとおりです。

英語で話そう（初級） 水

水

水

5/12～7/14

5/12～7/14

6/23～7/14

10：30～12：00

15：30～17：00

19：00～20：30

5,000円

5,000円

1,000円
1,000円

1,000円

旅行に役立つ中国語会話（初級）

全10回

全4回

全10回

A

A

A

開講期間 時　間 会場受講料曜日 開講期間 時　間 会場受講料曜日

開講期間 時　間 会場受講料曜日

開講期間 時　間 会場受講料曜日

開講期間 時　間 会場受講料曜日

開講期間 時　間 会場受講料曜日

開講期間 時　間 会場受講料曜日

コミュニケーション講座

水

水

金

水

水

火

6/9～7/7

6/2～7/14

9/3～9/24

9/1～9/22

5/19～6/30

9/7～9/28

10：00～11：30

15：00～16：30

13：30～15：00

10：30～12：00

15：30～17：30

19：00～20：30

無料

無料

無料

無料

無料

無料

多文化共生を考える

東アジア共同体を考える

アンケート調査の結果から見た中国人の意識
～日本人との比較～

生活における消費者の
マーケティング問題

今から始めるライフデザイン

美味しい、楽しい、嬉しい生活を
創り出すビジネスと生活の知恵

全5回

全7回

全4回

全4回

全4回

全4回

A

B

B

社会講座

中国の古鏡～文様とその文化史～ 木

水

土

水

水

6/3～6/24

8/11・8/25

8/28

6/2～6/23

6/2～6/23

18：30～20：00

15：30～17：00

10：30～14：00

10：00～11：30

10：00～11：30

無料  

500円
（材料費）

楽しい算数!
「覚えていますか？鶴亀算」
10才若返る!
カラーコーディネート&
美しい姿勢の作り方

建築のやきもの3（日本）

全4回

全3回

全4回

全4回

A

A

A

A
C

文化講座

聖書にふれた人々に学ぶ 木7/8・7/15 15：30～17：00 無料全2回 A
特別講座

木6/3～6/24 18：30～20：00 無料全4回

スキルアップ講座

“歩く”を科学する 木5/27～6/17 15：00～16：30 無料全4回 A

A

A

A

A

健康とスポーツ講座

C I T Y  C O L L E G E  2 0 1 0

会場について
名古屋学院大学さかえサテライト（名古屋市中区栄4-1-1中日ビル7F）
名古屋学院大学名古屋キャンパス日比野学舎（名古屋市熱田区大宝三丁目1番17号）
名古屋学院大学瀬戸キャンパス（瀬戸市上品野町1350）

A
B
C

ネットの歩き方
～ブロガーになろう～

「多様性」を科学する 木5/13～6/3 18：30～20：00 無料全4回 A
COP10開催記念特別講座

地 域 連 携 セ ン タ ー

人間関係に良く効く大人の心理学!
～笑って学ぶコーチングアプローチ～

お問い合せ先 名古屋学院大学地域連携センター（企画地域連携室）
TEL:052-678-4085

1申し込み締め切り日は、各講座開講の2週間前です。定員を上回った場合は
　抽選となります。
2※印の講座は募集中です〈5月20日（木）現在〉。

名古屋キャンパス開設３年目となった2009
年度は、名古屋の地での地域連携活動を大き
く展開していくために28講座を開催した結果、
815名の方がご参加くださり、盛況のうちに終
えることができました。今年度も受講者の
皆さまからのお声を反映し、多くのジャンル

での講座を開講してまいります。
“シティーカレッジSpring”の開講講座を掲
載いたしますので、ご覧ください。“シティー
カレッジAutumn”は8月のご案内予定です。
熱田生涯学習センターと本学との連携講座も
秋季に予定していますのでご期待ください。

シティーカレッジ2010

Cafe & Bakery MilePost

C a f e  &  B a k e r y  M i l e P o s t

活動について
本学学生運営のまちづくりカフェ『Cafe & Bakery MilePost』
では、名古屋市熱田区でのまちづくり活動の一環として、カ
フェのほかさまざまな活動を展開しています。
熱田区役所との連携事業では、親子向けの「パン作り教室」
や、サロンのような雰囲気の中で行政出前講座を開催する「あ
ったか交流カフェサロン」など、地域住民との交流イベント
を開催しています。また、熱田区社会福祉協議会連携事業の
「あったかミニミニフェスタ」では、区内福祉施設の自主製
品の逸品販売や福祉講演会などを開催しています。
日比野商店街との連携事業として、毎月8日に行われる「8
の日清掃」という清掃活動への参加に加え、途上国の生産品
を適正価格で購入する「フェアトレード」で輸入されたコー
ヒーを注文したお客様にエコポイントを発行しています。
こうした活動が評価され、「2010年 愛知環境賞」の優秀賞受

賞にも貢献しまし
た。テレビ、新聞な
どのメディアにも
度々取り上げられ
るようになり、地域に根付いた活動は年々活発化しています。
また、マイルポストがある日比野商店街は、周辺のNPO

ならびに本学を含めた地域の人的資源や、今年開催される
生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）の会場となる
国際会議場、白鳥公園、中央卸売市場などの観光、産業を生
かした商店街作りを進めており、愛知県から「活性化モデル
商店街」としてモデル指定されました。
地下鉄日比野駅直結の日比野学舎１階にて営業しており
ます。ぜひ一度マイルポストへ足をお運びください。

講座開催のご案内

※

※

※

※

※

※

―  マ イ ル ポ ス ト  ―

力を合わせて学生が運営
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中
国
の

　
経
済
発
展
と
環
境
問
題

E S S A Y

商
学
部
教
授

近
藤
和
夫

こ
ん
 
ど
う
 
か
ず
 
お

学
生
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

教
員
が
熱
く
語
り
ま
す
。

私
の講

義
日
誌
22

diary

齋藤健治
さい とう けん じ

スポーツ健康学部准教授

ス
ポ
ー
ツ
科
学
と
社
会
の
つ
な
が
り

〜『
有
る
』よ
う
で『
な
い
』

 

『
無
い
』よ
う
で『
あ
る
』そ
の
つ
な
が
り
〜

私
は
、今
年
度
開
設
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
健
康

学
部
に
所
属
し
、「
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
」な
ど

の
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
バ
イ
オ
メ
カ

ニ
ク
ス
」と
は「
生
体
力
学
」な
ど
と
訳
す
こ
と

が
で
き
、ヒ
ト
や
動
物
な
ど
の
構
造
や
動
き
を

力
学
的
に
扱
う
学
問
で
す
。し
た
が
っ
て「
ス

ポ
ー
ツ
・
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
」と
な
る
と
、そ

の
対
象
は
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
見
ら
れ
る
ヒ
ト

や
物
体
の
動
き
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
」の「
科
学
」。

「
科
学
」は
歴
史
的
に
キ
リ
ス
ト
教
と
深
い
つ

な
が
り
を
も
っ
て
お
り
、そ
の
創
成
の
背
景
を

踏
ま
え
て「
科
学
」の
最
た
る
も
の
を
挙
げ
る

と
す
れ
ば
、そ
れ
は「
物
理
学
」と
い
う
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
か
。そ
う
す
る
と
、ス
ポ
ー
ツ

科
学
分
野
に
お
け
る
典
型
は
、力
学
を
基
本
と

す
る「
ス
ポ
ー
ツ
・
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
」と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
科
学
」で
は
も
の
ご
と

（
自
然
）を「
分
析
」的
に
み
る
こ
と
を
主
と
し

て
お
り
、そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
・
バ
イ
オ
メ
カ
ニ

ク
ス
で
も
同
様
で
す
。

し
か
し
、「
分
析
」は「
近
視
眼
」的
と
い
う
欠

点
も
併
せ
持
ち
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
・
バ
イ
オ
メ

カ
ニ
ク
ス
は
、最
終
的
に
は
人
間
を
相
手
に
し

た「
指
導
」や「
コ
ー
チ
ン
グ
」と
切
っ
て
も
切

れ
な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、そ
の

「
近
視
眼
」は
無
用
の
長
物
に
な
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。「
指
導
」や「
コ
ー
チ
ン
グ
」で
は
、

大
局
的
に「
総
合
」「
俯
瞰
」す
る
目
を
も
つ
こ

と
や
、人
間
の「
非
合
理
性
」や「
非
論
理
性
」を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。そ
れ
ら

す
ら
も
、科
学
の
対
象
範
囲
に
入
れ
て
し
ま
う

こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、お
そ
ら

く
、現
段
階
で
は「
科
学
」が
貢
献
で
き
う
る
範

囲
を
超
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。そ
し
て
、そ
こ

で
は
む
し
ろ
宗
教
的
な
考
え
方
や
東
洋
的
な

思
想
が
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、

「
社
会
」そ
の
も
の
が
も
つ
性
質
で
あ
り
、そ
う

考
え
る
と
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
と
社
会
と
の
つ
な

が
り
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
感
じ
ら
れ
て
き
ま

す
。「

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
」と
い
う
限
ら
れ
た

授
業
の
中
で
、こ
の
よ
う
な
踏
み
込
み
方
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
キ
リ
ス
ト
教
」

や「
科
学
」、そ
し
て「
東
洋
的
宗
教
・
思
想
」や

「
道
」と
い
っ
た
も
の
と「
ス
ポ
ー
ツ
」と
の
つ

な
が
り
を
考
え
る
こ
と
は
、キ
リ
ス
ト
教
主
義

大
学
に
生
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
の
大

事
な
役
割
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

私
が
初
め
て
中
国
大
陸（
北
京
空
港
）の
地
を

踏
ん
だ
の
は
1
9
8
2
年
12
月
末
で
あ
っ
た
。

当
時
、中
国
に
は
外
国
人
観
光
旅
行
者
は
少
な

く
、ほ
と
ん
ど
の
旅
行
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者

で
あ
っ
た
。

振
り
返
っ
て
、70
年
代
の
中
国
は
文
化
大
革

命（
1
9
6
6
〜
1
9
7
6
年
）の
後
遺
症
で
経

済
は
大
き
く
疲
弊
し
て
い
た
。そ
こ
に
、文
化
大

革
命
を
生
き
残
っ
た
　
小
平
氏
が
、中
国
の
新

し
い
指
導
者
と
し
て
現
わ
れ
る
。彼
は
、疲
弊
し

た
中
国
経
済
を
打
破
す
る
た
め
に
、1
9
7
8

年
に「
改
革
開
放
政
策
」を
提
唱
し
実
行
す
る
の

で
あ
っ
た
。こ
の
政
策
の
効
果
で
、日
本
企
業
な

ど
多
く
の
外
国
資
本
を
中
国
に
呼
び
込
む
こ
と

に
成
功
す
る
。今
で
は「
世
界
の
工
場
」と
言
わ

れ
る
ま
で
に
中
国
経
済
は
発
展
し
て
い
る
。

一
方
、こ
の
経
済
成
長
の
代
償
と
し
て
、中
国

国
民
は
極
め
て
深
刻
な
環
境
汚
染（
大
気
汚
染
・

水
質
汚
染
等
）に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。こ
の
公
害
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
病
気

で
、国
民
に
呼
吸
系
疾
患
、心
臓
疾
患
で
悩
み
を

訴
え
る
人
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。さ
ら
に
、癌
に

よ
る
死
亡
患
者
も
急
増
し
て
い
る
。多
く
の
人
々

は
、こ
の
病
気
の
原
因
が
、環
境
汚
染
の
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
知
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
、

決
し
て
我
々
日

本
人
に
と
っ
て

も「対
岸
の
火
事
」

と
見
て
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、い

ま
で
は
毎
年
春

先
に
な
る
と
、

中
国
か
ら
黄
砂

が
大
量
に
飛
来

し
て
く
る
。こ

れ
は
、国
土
の

砂
漠
化
に
よ
る

も
の
で
、日
本
人
に
と
っ
て
中
国
の
環
境
問
題

は
決
し
て
他
人
ご
と
で
は
な
い
。日
本
人
の
た

め
に
も
、中
国
の
緑
化
推
進
に
協
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、今
後
も
黄
砂
に
悩
み
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

写
真
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、中
国
の
80

年
代
は
、北
京
で
も
走
っ
て
い
る
車
は
少
な
く
、

排
気
ガ
ス
な
ど
無
縁
で
あ
っ
た
。ま
さ
に
素
朴

で
の
ど
か
な
時
代
で
あ
っ
た
。た
だ
、河
川
の
汚

染
と
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
な
ど
、モ
ラ
ル
に
欠
け

る
と
こ
ろ
は
今
と
同
じ
で
、河
川
の
汚
染
は
当

時
か
ら
酷
い
も
の
で
あ
っ
た
。環
境
汚
染
に
あ

ま
り
関
心
を
示
さ
ず
、拝
金
主
義
に
陥
り
、不
動

産
売
買
に
血
眼
に
な
っ
て
い
る
今
の
中
国
人
を

見
る
と
き
、ま
さ
に
日
本
の
バ
ブ
ル
時
代
を
思

い
出
す
。

80
年
代
の
純
朴
な
人
々
は
ど
こ
に
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。で
き
る
こ
と
な
ら
昔
に
帰

り
、当
時
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
中
国
の
友
人

に
会
い
た
い
。

現在、交通渋滞で市民を悩ましている北京市内の大通り。当時、走っている
車も少なく、交通渋滞など想像もできない時代であった。（1983年撮影）

河北省郊外で、農民が建築資材のレンガをのんびりと運搬している。この
時代、北京市内、天津市内でも普通に見られた光景である。（1983年撮影）

天津市郊外で見られた市民生活。野菜が路上に野積みされている。 
（1986年撮影）
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新
学
部
誕
生
！

（
2
0
1
0
年
4
月
瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
）

経済学部 経済学科（3名）

纐纈 亮次　須田 恭平
竹内 裕貴

経済学部 政策学科（1名）

鬼頭 亜弓
商学部 商学科 （2名）

松山 草太　水谷 将也

商学部 情報ビジネス
コミュニケーション学科 （2名）

久保田 巴　渡辺 智子

外国語学部
英米語学科 （1名）

大宮 　早

外国語学部
中国語学科 （1名）

福澤 　学

外国語学部 
国際文化協力学科（1名）

小野田 尚記

人間健康学部
人間健康学科（2名）

岡村 奈緒　佐藤 雅人

人間健康学部
リハビリテーション学科（1名）

木村 真波

経済学部

趣味
カラオケ・ウォーキング
学生へのメッセージ
大学の4年間、さらにはその後もずっ
と考えつづけるような「テーマ」を見
つけてください。

趣味
市場めぐり・食べ歩き・海
学生へのメッセージ
4年間は長いようで短く、短いようで長い。
しかし、何かひとつのことをやり遂げる
には充分な時間です。なにかひとつやり
たいことを見つけて、やり遂げてください。

石　 程之
 いし ざき のり ゆき

外国語学部

趣味
ゴルフ・釣り
学生へのメッセージ
4年間、充実した大学生活を過ごして
ください。

吉田　正
 よし だ ただし

趣味
釣り・韓国旅行
学生へのメッセージ
入学したら、卒業しなければならな
いことを忘れないでください。

I n f o rma t i on
インフォメーション

父
母
会
総
会
・

父
母
懇
談
会
の
ご
案
内

学
長
表
彰
で
14 
名
を
表
彰

理
学
療
法
士
国
家
試
験
結
果
報
告

学
部
長
・
研
究
科
長
就
任

2
0
0
9
年
度

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

経済学部

スポーツ健康学部

 はまぐち つねお

榊原 弘喜
 さかき ばら ひろ よし

趣味
ダンス・ランニング・読書
学生へのメッセージ
最高の4年間になるよう、一緒にがん
ばりましょう。

佐藤 菜穂子
 さ とう な ほ こ

伊
沢
俊
泰
 
教
授

 10日（月） 雑誌リサイクル展［学術情報センター］
   〔～21日（金）まで〕
 12日（水） TOEFL-ITP［国際センター］
  インターンシップガイダンス［キャリアセンター］
 19日（水） PC検定試験3級講習会［学術情報センター］
   〔～6月下旬・6日間〕
  TOEIC［国際センター］

5
月

 9日（水） TOEFL-ITP［国際センター］
　中 旬　 学部長表彰
 22日（火） 宗教講演会［キリスト教センター］
 23日（水） 中国語スピーチコンテスト［国際センター］
　下 旬　 学生大会
  NGUチャペルコンサート［キリスト教センター］

6
月

 7日（水） TOEFL-ITP［国際センター］
　上 旬 　 学生論文コンクール募集公示
  　（投稿〆切10月末日）［総合研究所］
  宗教講演会［キリスト教センター］
 14日（水） TOEIC［国際センター］
 19日（月） 臨時開講
 22日（木） 春学期定期試験 〔～8月4日（水）まで〕
 23日（金） 留学生別科春学期修了式

7
月

　上 旬　 フレッシュマンキャンプ
  インターンシップ［キャリアセンター］
 4日（水） 春学期授業終了
  TOEFL-ITP［国際センター］
 5日（木） 春学期集中講義（但し、一斉休暇、追試験日を除く）
   〔～9月10日（金）まで〕
  夏季休暇 〔～9月17日（金）まで〕
 10日（火） 春学期追試験 〔～11日（水）まで〕
 26日（木） 春学期再試験 〔～27日（金）まで〕

8
月

 15日（水） 春学期学位記授与式
  留学生別科秋学期入学式
 18日（土） 大学院経済経営研究科経済学専攻入試［修士］
  大学院外国語学研究科英語学専攻入試［修士］
 19日（日） 大学院経済経営研究科経営政策専攻入試［博士前期］
  大学院外国語学研究科国際文化協力専攻入試［修士］
20日（月） 春学期終了
 21日（火） 秋学期授業開始
  履修登録変更期間 〔～27日（月）まで〕
 23日（木） 臨時開講
　下 旬　 3年生対象就職ガイダンス［キャリアセンター］

9
月

 6日（水） PC検定準2級講習会［学術情報センター］
   〔～11月下旬・7日間〕
  TOEFL-ITP［国際センター］
 9日（土） 瀬戸キャンパス祭
 11日（月） 臨時開講
　中 旬　 宗教講演会［キリスト教センター］
 15日（金） 創立記念日
 20日（水） TOEIC［国際センター］
 24日（日） 大学院通信制英語学専攻入試［博士前期］

10
月

 10日（水） TOEFL-ITP［国際センター］
 13日（土） 大学祭 〔～14日（日）まで〕
　中 旬　 NGUチャペルコンサート［キリスト教センター］
 24日（水） 英語スピーチコンテスト［国際センター］
 28日（日） 中国語検定試験［国際センター］

11
月

行事予定2010年 5月～11月

　
2
0
1
0
年
度
父
母
会
総
会
が
6
月
19
日（
土
）

に
本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎
で
開
催

さ
れ
ま
す
。総
会
で
は
、予
算・決
算
お
よ
び
役
員

の
改
選
な
ど
の
議
題
審
議
の
他
、学
長
か
ら
大
学

の
近
況・教
育
方
針
等
に
つ
い
て
の
報
告
を
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、2
0
1
0
年
度
父
母
懇
談
会
は
9
月
に

金
沢
、大
垣
、浜
松
、四
日
市
、本
学
の
各
会
場
に

て
開
催
し
ま
す
。な
お
、金
沢
会
場
は
大
学
フ
ェ

ア
と
銘
打
っ
て
大
学
の
現
状
を
紹
介
す
る
企
画

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
多
数
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

趣味
旅行・読書
学生へのメッセージ
大学での4年間は長いようで短いので、
充実した学生生活を送ってください。

船井 純平
 ふな い じゅん ぺい

趣味
サイクリング・温泉
学生へのメッセージ
密度の濃い4年間を送れるよう、積極
的な行動を。

配属部署
瀬戸キャンパス
総合事務部（保健室）
趣味　水泳
学生へのメッセージ
出会いを大切にして、一生つづく友
達をつくりましょう。

粂川 訓子
 くめ がわ くに こ

配属部署
学術情報センター
趣味　合唱・琴・旅行
学生へのメッセージ
すばらしい大学生活を送れるよう、
お手伝いをできればと思います。
楽しい毎日を過ごしてください。

清水 理紗子
 し みず り さ こ

配属部署
財務課
趣味　ゴルフ
学生へのメッセージ
自ら学生生活を創出し、有意義なも
のにしてください。

配属部署
資格センター
趣味　読書
学生へのメッセージ
資格に興味のある方は、是非資格セ
ンターへ来てください。
資格取得に向けて全力でサポートし
ます。

配属部署
瀬戸キャンパス
総合事務部
趣味　スキー
学生へのメッセージ
大学はステキな場所です。
一緒に学んでいきましょう。
よろしくお願いします。

瀧井 美津
 たき い み つ

平手 賢治
 ひら て けん じ

谷下沢 豊文
 や げ ざわ とよ ふみ

趣味
バドミントン・マラソン・島めぐり
学生へのメッセージ
色々な人と話し、色々な場所へ行き、
すばらしい4年間を過ごしてください。

榎澤 幸広
 えの さわ ゆき ひろ 2010年度

新任教職員
紹介

配属部署
学生支援推進センター
趣味　旅行
学生へのメッセージ
大学生活ほど自由に自分の時間を使
える時はありません。何事にも積極
的にチャレンジしてください。

石川 智世
 いし かわ とも よ

配属部署
学生支援推進センター
（保健センター）
趣味　サッカー観戦・温泉旅行
学生へのメッセージ
学生生活を心身共に健康で過ごすた
めにお役に立ちたいと思います。
気軽にお立ち寄りください。

遠藤 信子
 えん どう のぶ こ

菅原 晃樹
 すが わら こう き

リハビリテーション学部

配属部署
財務課
趣味　弓道
学生へのメッセージ
充実した学生生活を送ってください。

2
0
1
0
年
4
月
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ス
ポ

ー
ツ
健
康
学
部
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の

2
学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
2
学
部
は
人

間
健
康
学
部（
人
間
健
康
学
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
理
学
療
法
学
専
攻
）を
改
組
し
、教

育
研
究
内
容
を
一
層
充
実
さ
せ
た
も
の
で
、健
康

な
地
域
社
会
で
幅
広
く
活
躍
で
き
る
人
材
育
成

を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
広
大
な
敷
地
で
は
、

第
2
グ
ラ
ウ
ン
ド（
サ
ッ
カ
ー
場
）が
2
0
1
0

年
3
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
の
を
始
め
、第

1
グ
ラ
ウ
ン
ド（
ラ
グ
ビ
ー
・
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
場
）、野
球
場
、馬
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
や
、理
学
療
法
に
関
す
る
実
習
施
設
が
充
実

し
て
い
ま
す
。ま
た
屋
内
プ
ー
ル
が
2
0
1
0
年

秋
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

3
月
31
日（
水
）に
第
45
回
理
学
療
法
士
国
家

試
験
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。本
学
人
間
健
康

学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
第
一
期
生
の

皆
さ
ん
は
、試
験
に
向
け
て
連
日
夜
遅
く
ま
で
勉

強
に
励
み
、仲
間
と
と
も
に
教
え
合
う
な
ど
、鍛

錬
を
怠
る
こ
と
な
く
日
ご
ろ
の
努
力
の
成
果
を

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。社
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

☆
本
学
理
学
療
法
士
国
家
試
験
合
格
率
　

98.
3
％（
全
国
平
均
92.
6
％
）

名
古
屋
学
院
大
学
経
済
学
部
、商
学
部
、人

間
健
康
学
部
、ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
、リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
各
学
部
長
と
大
学
院

経
済
経
営
研
究
科
科
長
を
新
た
に
選
任
い
た

し
ま
し
た
。任
期
は
2
0
1
2
年
3
月
ま
で
の

2
年
間
で
す
。

熱
意
あ
ふ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
陣
の
活
躍
で
、本

学
の
さ
ら
な
る
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

2
0
0
9
年
度
学
位
記
授
与
式
を
3
月
16

日（
火
）に
名
古
屋
市

公
会
堂（
名
古
屋
市

昭
和
区
鶴
舞
）に
て

執
り
行
い
ま
し
た
。

式
は
一
同
に
よ
る

讃
美
歌
斉
唱
、宗
教
部

長
に
よ
る
聖
書
朗
読
・

祝
祷
、学
長
か
ら
の
祝

辞
の
他
、卒
業
生
に
よ
り
、「
さ
く
ら
」（
森
山
直

太
朗
・
御
徒
町
凧
作
詞
、森
山
直
太
朗
作
曲
）が

高
ら
か
に
歌
い
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。学
部
卒
業

生
9
4
4
名
、大
学
院（
通
信
教
育
課
程
を
含
む
）

修
了
生
67
名
に
学
位
記
な
ら
び
に
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
、卒
業
と
旅
立
ち
を
祝
い
ま
し
た
。

在
学
中
、4
年
間
を
通
し
て
、学
業
に
お
い

て
特
に
優
秀
な
成
績
を
修
め
、他
の
模
範
と
な

る
活
動
を
し
た
学
生
を
表
彰
す
る
学
長
表
彰

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。表
彰
式
は
3
月
16
日

（
火
）に
名
古
屋
市
公
会
堂
で
行
わ
れ
、学
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

い
ざ
わ
 
と
し
や
す

経
済
学
部
長

岡
田
千
尋
　
教
授

お
か
だ
 
ち
ひ
ろ

商
学
部
長

人
間
健
康
学
部
長

2
0
1
0
年
4
月
開
設

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
長

2
0
1
0
年
4
月
開
設

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
長

葛
井
義
憲
　
教
授

ふ
じ
い
 
よ
し
の
り

村
瀬
 豊
　
教
授

む
ら
せ
 
ゆ
た
か

木
村
光
伸
　
教
授

き
む
ら
 
こ
う
し
ん

木
船
久
雄
　
教
授

き
ぶ
ね
 
ひ
さ
お

●表彰された皆さんです。

名古屋学院大学シティカレッジCOP10記念シンポジウム

主催／名古屋学院大学 地域連携センター
後援／愛知県・愛知県教育委員会・名古屋市・
　　　名古屋市教育委員会・中日新聞社

いのちの星で生き続けるために―市民が考えるCOP10―
●日　時／2010年6月5日（土）
　　　　　13：30～16：00
●場　所／名古屋学院大学白鳥学舎翼館
　　　　　クラインホール
●募集定員／先着300名〈入場無料〉

●お申込み方法／FAX、Eメール、ハガキにて
16月5日シンポジウム参加希望
2氏名　3住所　4電話番号を明記し、
名古屋学院大学 地域連携センターまで
お申込みください。

●内　容／
◆講演［13：40～14：30］
「いのちの星で生き続けるために」
講師：マリ・クリスティーヌ氏

（COP10広報アドバイザー）

◆パネルディスカッション［14：40～16：00］
「生物多様性の保全と地球の未来」

［お問い合せ・お申込み先］　名古屋学院大学 地域連携センター
 TEL：052-678-4085　FAX：052-682-6812　Eメール：upr@ngu.ac.jp
 〒456-0062 名古屋市熱田区大宝三丁目１番17号

大
学
院
経
済
経
営
研
究
科
長
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